
 

地域まちづくり事業助成金交付の状況について 

 

１ 審査委員会開催日時 

平成 29年９月 11日（月）16時 00分～17時 00分 

 

２ 案件 

（１）（神奈川区）「松ヶ丘まちづくりプラン」に基づく整備について 

ア 内容 

災害用まちなか案内板の整備（新設６基、既存案内図改修２基） 

イ 申請された助成金対象経費 

８３２，０３２円 

 

３ 審査結果 

  了承（助成率は９割。） 

 

報告４ 



松ケ丘防災に強い町をつくる会 
 

平成 29 年度事業費助成の助成率の考え方について 
 

整備内容 助成率 考え方 
災害用まちなか案

内板の整備 
（新設６基、既存案

内図改修２基） 

9/10  「松ヶ丘まちづくりプラン」は、地域住民の参画を得た

検討を経て、平成 27 年 11 月にプラン認定をされました。 
同プランにおいては、まちづくりの目標として「大地震

（大規模災害）に備える」を掲げています。その目標を達

成するための取組として、「発生時避難の安全性を確保す

る」、「まちなか案内板を設置する」、「情報発信板を設置す

る」ことを計画しています。 
平成 28 年度は、地域防災拠点や広域避難場所へ円滑に

移動できるよう既存掲示板に避難誘導サインを設置した

ほか、災害発生時における自治会内外の緊急情報・被災情

報等を正確かつ早急に把握するための情報発信板を自治

会館外壁に整備しました。 
平成 29 年度は、いっとき避難場所、地域防災拠点及び

広域避難場所への避難誘導経路を記載した町内案内図と

して「災害用まちなか案内板」の整備を６基行います。ま

た、既存の町内案内図２基について「災害用まちなか案内

板」と同様の仕様に改修を行います。 
 この「災害用まちなか案内板」の整備事業は、昨年度整

備を行った「避難誘導サイン」・「情報発信板」とともに、

災害発生時の避難誘導を円滑にし、平時から町内の街並み

への理解を深め、町内での大規模災害の拡大を防いで安全

な住環境を確保することに寄与するものであり、公共性が

高いと認められます。 
 以上のことから、横浜市地域まちづくり事業助成金交付

要領第３条に規定した基本の助成率である 10 分の９を採

用します。 

 










